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九州大学大学院 数理学府 数理学専攻

システム情報科学府 情報工学専攻

神戸大学大学院 理学研究科 数学専攻

拠点リーダー 若山 正人

Mathematics-for-Industry

マス･フォア･インダストリ
教育研究拠点
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グローバルＣＯＥ採択

重点配分拠点、積極的情報提供拠点にも選定
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数 学 産業技術

かつては科学を介した結びつきが主体であった
数学と技術

直接の結びつきが格段に増加

数学と技術（背景）

近年

計算機の
飛躍的発達

情報セキュリティ、数理ファイナンス、可視化技術、・・・
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マス･フォア･インダストリ（MI)とは：

純粋・応用数学

研究テーマ
ニーズ
シーズ

技術イノベーション

モデル化
視覚化

シミュレーション

ブレークスルー

MIドクター

世界水準のMI研究者
大学･研究機関（基礎研究）

統計

計算機

純粋・応用数学を新しく融合・再編し、産業界の要請に
応えることで生まれる、未来技術の創出基盤となる数学
の新研究領域。

産業界の数理
技術開発・研究
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技術数理研究の推進は世界の趨勢

Minnesota…
OCIAM(Oxford)
Fraunhofer Inst…

マス･フォア･インダストリ創生と数学の
技術移転教育研究を行う世界初プログラム

文科省科学技術政策研 NISTEP REPORT 2006, 2007
数学 新領域展開が必要＋中核的機関の不足
企業等開発研究チーム内の数学的基礎を持つ人の割合

必要度 65％ (欧米では実現) － 現状 26％

≒40％を埋める人材育成が急務
応用にこそ基礎 ⇒待たれる基礎研究人材育成増

基礎数学研究の多様性・継続性を保ちつつ

MIの
使命

必要性
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当初期待した以上の成果インターン受入企業

新規共同研究（日新火災、

マツダ＋A社(墺)；特許）

サテライトオフィス(富士通研究所)
共著論文(NTT)

富士通、宇部興産、マツダ、

NTT、日新火災、松下、

東芝(2)、ゼッタテクノロジー

2007
(9名)

特許・共著論文（日立）

就職（宇部興産化学工学研究所）

新たな視覚効果の発見（NTT)

日立(2)、NTT(2)、東芝、

三井造船、宇部興産、

大日本インキ、日本IBM

2006
(9名)

2008年には海外へも

長期インターンシップ(3ヶ月以上)
(博士後期・機能数理学コース設置・2006年度)

学位取得コースワークの一環本プログラム

主眼は企業体験21世紀COE
長期インターンシップの位置づけ

IBMワトソン研究所(米国)、ING(オランダ、金融)

キャリアパス

わ
が
国
初
の
組
織
的
取
組

人材育成(1)
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神戸大学

大学・高専・研究所
（若手MI研究者)

企業研究開発部門
（MIドクター)

共同研究支援

実務講義
リカレント講義個別指導

（セミナー・研究）

国際連携講義
産業技術数理講義

夏の学校

RA
“教えて学ぶ”

TRA(2割)

長期インターンシップ
（3ヶ月以上、国内外）

基礎論報発表会
（博士候補資格試験）

RHトランスファ制度
（六甲博多長期研究滞在）

産
業
技
術
数
理
研
究
セ
ン
タ
ー

産
業
技
術
数
理
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

外見てきんしゃい
（海外研究滞在）

国際公募

国際会議派遣
運営体験

基礎論報

英文概要公刊
J Math-for-Indst 学位論文

博士(機能数理学)

MIリサーチャー

（2年PD）
G-COEリサーチャー

（3年PD）

MI助教
（テニュアトラック）

MI研究人材育成システム

基
礎
学
力
の
涵
養

技術相談
窓口

企業との
共同研究支援

多
様
な
キ
ャ
リ
ア
パ
ス

人材育成(2)

国際公募も
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マッチング(A君-マッチング担当事業推進担当者K)

A君テーマに関する勉強開始、事前教育(安全、知財)

学位取得コースワーク(緑字)におけるインターンシップ
ー 2007年度長期インターンシップ(A君を例に) ー

受
入
れ
準
備
会
議

インターン開始

２ヶ月前

１ヶ月後

逆
派
遣

事業推進担当者の示唆
統計セミナーでの講演

教員Nによる助言

オーストリアL社 エンジン性能計測法の

根拠論文の不備を発見･改良
成果報告会(評価)

共
同
研
究
申
し
入
れ

守秘義務遵守のもと

インターンシップ報告会
(MI教務委員会；単位認定)

３ヶ月後

M社＋L社＋A君
(RAとして雇用)
教員K,Nの研究支援

M社＋教員N
(ポスドク雇用)

共同研究２件

自動車メーカーM社側

九大数理側

長期インターンシップにおいて、企業等に派遣された学生等に対し、
教員がどのように関与し、MIの研究に繋げるのか

基
礎
論
報

指導教員を含む複数教員に
よる基礎論報作成支援

教
員
に
よ
る
視
察
・
確
認

ド
ク
タ
ー

MI
研
究
者

MI

学
位
論
文

MI研究

2008.4
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計算数理
(数値解析、
精度保証)

離散数理
(組合せ論、整数論、
離散力学系)

統計数理
(統計学、確率論)

21世紀COE

学習理論
情報幾何

システム情報

離散微分幾何

神戸大学
計算代数
Risa/Asir

不確定性

数と式

形と流れ

実代数幾何(MRIT)

産業技術数理研究センター

MRIT

離散微分幾何(MRIT)

ハイブリッド計算(MRIT)

数理ファイナンス・損保数理

暗号

微分幾何・トポロジー

流体力学

代数生物学 - 計算代数 -

純粋数学系

データ同化

MI研究へ
再編・融合

非線型モデリング

最適化

バイオインフォマティクス

可視化

jReality

シミュレーション

学習理論

計算代数

計算統計
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不確定性

数と式

形と流れ

可視化の統合的技法

最適化の新算法

長期間金融数理学

生物生命-代数･幾何

非線型モデル新評価基準

高速ハイブリッド計算技術

非可換計算の効率化

製造業に生きる
数値解析と幾何

未来技術を
生む代数学

未来予測する
確率統計

効率的システム制御

MI研究
幅
広
い
応
用

日
本
の
強
い
技
術
を
よ
り
強
く

日本発の数学

赤池情報量規準→

Risa/Asir→

伊藤確率解析→

計算代数(富士通･神戸･九大)→

可積分系→

ユニット

ユニット

ユニット
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産業技術数理
研究センター

神戸大学
数学教室

交流協定締結
KIAS, Chern Math. Inst., Paris 6, 7
CNRS(Math), Karlsruhe, Göttingen, 
Moscow TU, British Columbia, São Paulo
Singapore, PRIMA(環太平洋数学協会)...

教育研究交流
Max Planck Inst., Technion, 
MIT, Princeton, Cambridge,
OCIAM(Oxford), TU Berlin…

研究集会共催
国際会議への派遣
留学生受入
院生・ポスドク・若手研究者の
派遣・受入

日立研究所，松下，日本IBM

三井造船，東芝，NTT，新日鉄

マツダ，富士通研究所
ミレアホールディングス
IBM Watson，ING…

日立,東芝,NTT
より客員教員

九州大学

MI教育研究拠点

J Math-for-Indust 創刊

Kyushu J Math (1940年～)

産業技術数理
コンソーシアム

グローバルな展開

共同研究受入

インターンシップ受入企業

釜山大 BK21
Eӧtvӧs Loránd大

Bordeaux大
Yangon大…

: MI教育研究協力活動開始済
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2008 2009 2010 2011

創立１００周年
2012

博士(機能数理学)初授与(2009.3)

2011 九大MI国際研究所

MIドクター、MI研究者

世界に羽ばたく
MIドクター、MI研究者

MIドクター、MI研究者

マス･フォア･インダストリの確立

産学相互乗入運営

OCIAM(Oxford)
TU Berlin

Singapore…

Minnesota
Fraunhofer Inst

MI
国
際
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

40%の研究人材不足

解消に貢献

伊都フォーラム

MI国際連携ワークショップ

2013 …

産
業
技
術
数
理
コ
ン
ソ
ー
シ
ア
ム

神戸
大学

九大伊都新キャンパス

数理棟建設中
(2009)

建設予定地

伊都MIリサーチパーク

ドミトリー
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世界に例を見ない教育研究拠点

2007年度ナイスステップな研究者(文科省)
博士人材育成 若山、中尾

文部科学大臣表敬訪問(2008.1.15)

マス･フォア･インダストリ(MI)教育研究拠点への支援
九州大学MI国際研究所設置(2011年度)
・九州大学創立百周年(2011年)記念事業の目玉
・国際ハブ機能を果たすための人的配置と運営の支援
・事業終了後のMI国際研究所運営経費の継続支援
・伊都MIリサーチパーク構想：共同研究の推進支援

応用数学者

純粋数学者

世界トップクラス

・数学においては世界初の博士レベル以上で組織化された
拠点形成

・数学の産学連携の強力な推進(わが国のフロントランナー)
・技術移転のみならず、学問としての数学へのフィード
バックも主眼に入れた拠点形成

MI教育
結 集

＋

参考資料：総長の説明 (‘08 5.12)


